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From プラネット Vol.116                                        ＜ペットと高齢化に関する意識調査＞ 

 

 

 

 国内1,300社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：田上正勝）は、消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする『Fromプラネット』の第116号として、ペットと高齢

化に関する意識調査の結果をご紹介します。未掲載のデータもご提供できますのでお気軽にお問い合わせください。 

 

■ 飼い主が⾼高齢になると、⽝犬より猫を飼いやすい？	
  
 9月20日~26日は動物愛護週間。ペットブームが続く中、今ペットの健康や介護にも関心が高まっています。今回

は、ペットとして一般的な犬と猫に的を絞り、「ペットと高齢化」についてアンケートを実施。飼っている犬・猫の年齢

や健康のために気をつけていること、ペットへのマイクロチップ装着に関する意見などをまとめました。 

 まずは、自宅で犬か猫を飼っているか、または飼ったことがあるかを聞きました。すると、【犬】も【猫】も1割強の人

が「現在、飼っている」と回答。2018年の調査結果（FromプラネットVol.94  https://www.planet-van.co.jp/shiru/ 
from_planet/vol94.html）と比べ、【犬】も【猫】も増加していました。また、【犬】のほうが【猫】より少し高く、これも2018

年と変わりません。「現在は飼っていないが、以前飼っていた」も【犬】のほうが高く、今も昔も“犬派”が優勢のようで

す。ただし、【犬】では“以前は飼っていたが、今は飼っていない”が多いということでもあります。犬を飼うのを辞めた

人も多いと言えます。 

 性年代別で「現在、飼っている」に注目すると、やはりほとんどの性年代で【犬】が【猫】を上回っています。しかし、

男性では50代、女性では60代以上のみ、【犬】より【猫】が高くなっていました。また、男性の60代以上では、【犬】の

「現在は飼っていないが、以前飼っていた」が目立って高いのです。年代が高くなると、【犬】より【猫】を飼う人のほう

が増えるようです。【猫】のほうが長寿で長く飼い続けているとも考えられますが、加齢に伴い、飼育に手間や体力

が必要な【犬】よりも、手のかからない【猫】を飼いやすくなるのでしょう。 

 

ペットの⾼高齢化進む…シニアの⽝犬・猫向けフード、利⽤用率 3割も	
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表１	
 「自宅で、犬か猫を飼っていますか。または以前飼ったことがありますか」	
 についての回答	
 

【犬】	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【猫】	
 

	
 

	
 

 

現在、犬を飼っている 13.8％ 
2018 年 11.5％ 

男性 13.7％  女性 13.9％ 

■ 現在、飼っている 

■  現在は飼っていないが、以前飼っていた 

■ 一度も飼ったことはない 

■ 現在、飼っている 

■  現在は飼っていないが、以前飼っていた 

■ 一度も飼ったことはない 
 

現在、猫を飼っている 11.2％ 
2018 年 10.1％ 

男性 10.6％  女性 11.8％ 
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■ 飼っている⽝犬・猫の最多年齢層は⼈人間で⾔言えば 50~80代！	
  
 次に、飼っている犬・猫（以前飼ってい

た人は、最も長寿だった犬・猫）の年齢

を聞きました。【犬】も【猫】も、最も高い

のは「10~15 歳くらい」。想像以上に長く

飼い続けるものだなという印象です。 

 以前飼っていた犬・猫の最長年齢では、

【犬】では「7~10 歳くらい」が次いで高い

のですが、【猫】では「15~20 歳くらい」

が続き、「20 歳以上」も 8％。猫のほうが

長生きしているようです。とはいえ【犬】も

【猫】も「15~20 歳くらい」が 2 割近くを占

めています。犬・猫の 10 歳は 50 代、15

歳は 70~80 代、20 歳は 100 歳くらいに

当たると言われます。飼い主がペットの

健康を気遣ったり介護の心配をしたりす

るのも無理はありませんね。 

■ 飼い主の愛情のあかし！	
  ペットグッズをそろえているのは圧倒的に⼥女女性	
  
 飼っている犬・猫のため、どのようなペットグッズを使っているかを聞きました。上位のアイテムほど、ペットを飼うう

えで欠かせないグッズだと言えるでしょう。【犬】では「首輪」が1位、【猫】では「ペット用トイレ」が1位。ただし、「ペット

用トイレ」は【犬】でも2位に入っています。「ペット用トイレ」が上位なのは室内飼いの犬・猫が多いことを反映してい

ると思われます。一方、【猫】では、【犬】で1位の「首輪」よりも、「猫つめとぎ」や「キャットタワー」が上位。「キャットタ

ワー」も室内飼いの猫には欠かせないアイテムですね。 

 犬で6位の「ハーネス」（胴輪）にはなじみのない人もいるかもしれません。首輪より安定感があって引っ張られても

体に負担がかかりにくい「ハーネス」を、散歩のとき利用する人が増えているようです。 

 男女差に注目すると、【犬】も【猫】も、トップ10についてはすべて女性が上回りました。女性のほうが、嬉々としてペ

ットグッズをそろえている様子が目に浮かびます。“うちの子”専用のグッズは飼い主の愛情のあかしですね。 

表２	
 「飼っている犬・猫（複数いる場合は最年長の犬・猫）は	
 

何歳ぐらいですか。以前飼っていた人は最も長寿だった犬・猫に	
 

ついて教えてください」	
 についての回答	
 

	
 

	
 

	
 

 

■ 生後半年未満  ■ 生後半年~1歳くらい  ■ 1~2 歳くらい 

■ 2~3 歳くらい  ■ 3~5 歳くらい  ■ 5~7 歳くらい 

■ 7~10 歳くらい  ■ 10~15 歳くらい  ■ 15~20 歳くらい  ■ 20 歳以上 

■ 考えていない、考えたことはない 

	
 	
 表３	
 「現在飼っている犬・猫のために、使っているペットグッズがあれば、教えてください」	
 

	
 	
 	
 についての回答（トップ 10）	
 

【犬】	
 

	
 

	
 

 

【猫】	
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■ ⾄至れり尽くせり…オーガニック素材やシニア向けのペットフードも	
  
 ペットの年齢を聞いた調査の結果（表 2）から、犬・猫が想像以上に長生きをすることがわかりました。今度は、飼っ

ている犬・猫の健康のため、どのようなことに気をつけているかを聞きました（表4）。1位は「食事・おやつに気をつけ

る」、次いで「適度な運動・遊びをさせる」「清潔を保つ」。4位の「定期的に健診を受けさせる」も3割に達しています。

実に、人間並みですね。 

 最近は市販のペットフードも、年齢別や犬種別、シニア向けのものなど、びっくりするほど種類が豊富です。そこで

さらに、健康に配慮したペットフードの利用状況について調べました（表5）。すると、利用している、または利用したこ

とがある 1 位「国産、無添加、オーガニックなど安心素材のもの」に続いて、2 位に「シニア（高齢犬・猫）向けフード」

がランクイン。ペットのいない人にはそんなペットフードがあることすら初耳でしょうが、3 割近い飼い主に利用されて

いました。3 位の「健康サポート効果のあるもの」、4 位の「ヘルシー素材のもの」も、ほぼ 4 人に 1 人が回答。まるで

人間の中高年の食事を話題にしているかのようですが、表 2 でわかった犬・猫の年齢を思うと納得です。 

■ “マイクロチップ装着”に賛成？	
  反対？…「改正動物愛護法」をどう思うか	
  
 6月に成立した「改正動物愛護法」では、

販売用の犬や猫にマイクロチップ装着を義

務付けることなどが定められました。ペット

の遺棄や虐待を防いだり、迷い犬・猫の飼

い主の特定に役立つと考えられています。

ここでは、このマイクロチップの装着につい

てどう思うかを聞きました。 

 すると、“賛成”計が6割以上。犬・猫の飼

育経験で分類したいずれの属性でも“賛成”

の声が多数派でした。“賛成”計が最も高

かったのは、猫を飼ったことがある人。自

由に家を出入りできるようにしていた飼い

猫が、家から出たまま見つからなくなった

経験のある人が珍しくなさそうです。 

 ただし、個別の項目で比べると、いずれの属性でも最も高いのは「どちらかと言えば賛成」。装着によるメリットを好

意的に受け止めながらも、“条件付き賛成”という人が多いようです。 

表６	
 「犬や猫にマイクロチップを装着することについて、どの	
 

ように思いますか」	
 についての回答	
 

 

表４	
 「現在飼っている犬・猫の健康のために、	
 

何か気をつけていることがありますか」	
 について	
 

の回答	
 

 
 

表５	
 「犬・猫の健康に配慮したペットフードを	
 

何か利用していますか。または利用したことが	
 

ありますか」	
 についての回答	
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■ “迷⼦子のとき安⼼心”	
   “⼈人間の勝⼿手すぎる”…マイクロチップ装着にさまざまな声	
  
 マイクロチップ装着に関する質問（表 6）で、賛成・反対と答えた理由、またマイクロチップ装着に対する意見を自由

回答で教えてもらいました。賛成の人、反対の人、それぞれの経験や立場からの声が集まりました。代表的なもの

を中心にできるかぎり紹介します。ペットのいる人もいない人も、あらためて考えるきっかけになったらいいですね。 

調査機関：インターワイヤード株式会社による、「ペットと高齢化」に関する意識調査。	
 

期間：2019 年 7 月 12 日～7 月 16 日、インターネットで 1,101 人から回答を得ています。	
 

※2018 年の調査は、2018 年 8 月 8 日~24 日に実施し、3,640 人が回答したものです。	
 

株式会社プラネットとは	
   https://www.planet-van.co.jp/ 
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え
ている上場企業（証券コード2391）です。 

From	
  プラネットとは	
   https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます）	
  
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてほしいテーマなどもお寄せください。今リリースに掲載していない結果や属性データもご紹介できます） 

株式会社プラネット 広報部（河合、角田
つ の だ

） 

Tel : 03-6432-0482 / E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

《	
  マイクロチップ装着に対する“賛成派”	
   “反対派”の意⾒見見	
  》	
  
【賛成・どちらかと⾔言えば賛成】	
  
● ⽝犬や猫が災害などでいなくなったときやはぐれたときに役⽴立立つから。またマイクロチップはそこそこ⾼高価なので
義務付けによって安易な気持ちでペットを飼う⼈人が減ると思うから。（⼥女女性・20代／飼ったことはない）	
  

● 初めに飼育した⽝犬（かなり弱っていた）が亡くなる前に突然いなくなり、チラシを配布したりして捜したが、結
局⾒見見つけてあげることができなかったから。（⼥女女性・40代／⽝犬を飼っていた）	
  

● 迷⼦子だけでなく犯罪に巻き込まれる可能性もあるので、マイクロチップが⼊入っているほうが安⼼心できると思う。
（⼥女女性・20代／現在、⽝犬を飼っている）	
  

● ペットを飼っている⼈人のマナーの悪さが⽬目⽴立立つ。また、避妊⼿手術をせず、⽣生まれた⼦子に責任を持たない⼈人も多い。
飼育する⼈人や企業に責任感を持ってもらうためやむを得ない。（男性・60代以上／飼ったことはない）	
  

● マイクロチップで管理すれば、むだにされるペットの命が減るから。（⼥女女性・20代／⽝犬・猫を飼っていた）	
  

【反対・どちらかと⾔言えば反対】	
  
● 猫の体に害はないのか。害が少しでもあるならいやだ。費⽤用の⾯面も不安。（⼥女女性・20代／猫を飼っている）	
  
● 飼い主が責任を持って管理すれば、やらなくてもよいことだと思うから。（男性・40代／⽝犬を飼っていた）	
  
● 不測の事態にはしかたないが、無責任な飼い主についてはもっと別の⽅方法がないか考えたほうがよい。⾃自分に着
けられたらどう思うのか考えてみたほうがいいと思う。（⼥女女性・60代以上／現在、⽝犬・猫を飼っている）	
  

● ⼈人間の勝⼿手すぎると思うから。（⼥女女性・20代／飼ったことはない）	
  

【こんな意⾒見見も…】	
  
● ⽣生き物にマイクロチップって。動物はよいとなったら、⼈人間にもいつか…とか思ってしまいそう。また、倫理的
にモヤっとするため。（⼥女女性・20代／どちらかと⾔言えば反対／飼ったことはない）	
  

● 個⼈人情報が歩き回っているようなもの。万が⼀一情報がもれた場合、責任の所在はどこにあるのか。（男性・30代
／反対／飼ったことはない）	
  

● 災害時に⾝身元がわかるなどメリットもあるが、今のわが家の猫はもう⾼高齢で病気なので、うちの猫には装着はさ
せない。（⼥女女性・40代／どちらかと⾔言えば賛成／⽝犬を飼っていた・現在、猫を飼っている）	
  

● 着けるか着けないか、ペットに選ばせたい。選べないのなら、着けるべきではないと思う。（⼥女女性・30代／どち
らかと⾔言えば反対／現在、猫を飼っている）	
  


